
伸　　　び　　　率　  （ 　％ 　）

歳　 出　 計 （ 千　円 ） （ Ａ ）

訳

内

出

 節　（　番　号　＋　名　称　） 

歳

一　  　　般　 　　財  　　 源

そ　　　　　　の　　　　　　他

地　  　　　　方　 　　　 　債

県 　 　　支 　　　出  　　 金

歳　  入　  計　 （　 千　 円　 ）

訳

内

源

【手段（事業内容・どのようなことを行うのか）】

【事業開始のきっかけや他市の状況など】【めざす姿（意図・どのような状態になるのか）】

事業期間

事業の区分

目項
根拠法令

総合計画実施計画策定及び行政評価シート

款
会計

事務事業名

総合計画体系

要求区分
予 算 科 目

■事業費

財
国　 　庫　 　支　 　出　 　金

対象年度

事業

担当課係等

【対象（だれに対して・何に対して行うのか）】

【事業をとりまく環境の変化】

考

備

予算事業名

505
45
53
54

R06年度

657

272

90

0

0

295

657

524
64

270
0

R07年度

          30.59

858

582

103

0

0

173

858

予算書116ページ・117ページ

少子化、核家族化により、子どもとの関わり方が分からない、子育て
をする上で相談する相手がいないなど様々な不安を抱えた妊婦・母親
・家族が増えている。また、心理発達面で問題を抱える児が増えてお
り、保護者の相談内容も多様化している。
結城市の齲歯罹患率は1歳6か月児1.19％（県平均0.90％）、3歳児13.
1％（県平均9.5％）であり、ともに県の平均を上回っている。（令和
5年度母子保健事業実施状況より）

・発達フォロー教室（にこにこ教室）
・個別発達相談
・移動発達相談
・親子歯科教室
・フッ化物洗口推進事業
・両親学級

【令和 8年度　事業内容】
・発達フォロー教室（にこにこ教室）
・個別発達相談
・移動発達相談
・親子歯科教室
・フッ化物洗口推進事業
・両親学級

【令和 9年度　事業内容】
・発達フォロー教室（にこにこ教室）
・個別発達相談
・移動発達相談
・親子歯科教室
・フッ化物洗口推進事業
・両親学級

【令和10年度　事業内容】

妊婦および保護者が適切な子育てができるよう目的別の教室および相
談日を開催する。
・発達フォロー教室（にこにこ教室）
・個別発達相談
・移動発達相談
・親子歯科教室
・フッ化物洗口推進事業
・両親学級

健康教育相談事業費

金額 ( 千円 ) 金額 ( 千円 )

市内の乳幼児、またその保護者および家族
市内の妊婦および夫またはパートナー

2007

健康教育相談事業費

一般事業

01
04

継続　（昭和53年度～　　  年度）

母子保健法、健康増進法

母子保健法、健康増進法に基づき実施

01

育児に関する知識および技術を習得し、保護者が自信を持ち子育てが
できる。また、保護者同士の交流の場となり、父親の子育て参加を促
進する。

03

令和 8年度

07 報償費
10 需用費
12 委託料
18 負担金補助及び交付金

みんなで支えあい　安心して暮らせる地域福祉を目指そう

未来を担う子どもを育む環境づくり

地域と協働した子育て環境の充実 健康増進課

母子保健係

経常経費



１次評価（１次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

２次評価（２次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

種類

■指標

成果

目標

実績

実績

実績

実績

■事業評価

■方向性

指 標 名 単 位

目標

目標

活動

指標

目標

指標

管理課連絡欄

R06年度 R07年度 R08年度

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　□改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　□改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

回

方向性の具体的内容

企画調整会議の意見・考え方（１次評価者と同じ場合も記入）

必要性

妥当性

効率性

公平性

有効性

進捗度

総合評価

対応策提言等

事業の必要性

実施主体の妥当
性

手段の妥当性

コストの効率性
・人員効率

受益者の偏り

成果向上の余地

事業の進捗

上記評価を踏まえて事業全体について評価し、問題点・課題等を指摘してください

この事業を今後どのように改善・改革をしていきますか

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

人

令和 6年度行政評価シート


